
令和元年東日本台風による
長野市の災害廃棄物処理

「初動と補助金事務」

令和2年10月29日（木）・30日（金）

大規模災害時廃棄物対策中部ブロック

セミナー

長野市環境部生活環境課 係長 金児和彦
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中部ブロック管内の自治体及び資源循環協会様、
並びに中部ブロック以外の自治体からのご支援。

また、環境省、中部ブロック幹事県（富山県）、長
野県からのサポート。

多くのご支援、サポートをいただき、現在、一日も
早い復興を目標に災害ごみ処理に取り組んでいま
す。

いただきましたご支援、サポートに深く感謝すると
ともに厚くお礼申し上げます。

ありがとうございました。
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■令和元年東日本台風の気象情報（10月12日朝～警戒）
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■長野市内の被害状況 4



■災害ごみ量と被災家屋解体棟数の推移 5
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【災害ごみ量】（ｔ）

Ｒ2年9月末現在、

94,171/211,804ｔ

Ｒ2年9月末現在、
公費560/1,012棟
自費199/259棟
合計759/1,271棟
※分母：申請棟数



■災害廃棄物処理体制 6

●生活環境課
▼通常業務：

①災害廃棄物、食品ロス・資源
回収報奨金、生ごみ処理器補
助金、市審議会など

②一般廃棄物処理（家庭ごみ
収集運搬、集積所
③し尿処理
④広域処理推進
▼災害時業務

全般（実行計画、補助金、業務
委託等）
▼災害廃棄物処理体制
通常20人
災害時（兼務）11人
R2年7月（兼務）～2人
※他、公費解体室（約10人）

※市不燃資源化施設、市し尿
処理施設の職員を除く。

●廃棄物対策課
▼通常業務：

①一廃・産廃収集運搬許可な
ど
②監視指導

▼災害時業務
仮置場運営・管理

▼災害廃棄物処理体制
通常17人
災害時（兼務）17人
R2年4月（兼務）～2人

●環境保全温暖化対策課
（主管課）
▼通常業務：

①環境基本計画、審議会、環
境美化啓発、環境教育など

②大気・水濁法、環境関係苦
情、浄化槽など
③バイオマス、太陽光発電など

▼災害時業務

がれき・土砂処理（国交省・環
境省併せて）
▼災害廃棄物処理体制
通常21人
災害時（兼務）11人
R2年4月（兼務）～2人

【連携】災害報告書チーム（各課２名兼務）Ｒ元11月～

【連携】業務委託チーム（各課１名兼務）Ｒ元11月～



■８＋土砂混じりがれき９分別と仮置場設定 7

R011013
■仮置場
▼篠ノ井・篠ノ井運動場
（いこいの家近くの野球場）（2.4万㎡）

10月14日（水）15:00～16:00
▼松代・青垣公園（1.0万㎡）
10月15日（水）9:00～16:00
▼豊野・東山第１・２運動場（2.4万㎡）
10月16日（水）9:00～16:00
※接続道路幅員要確認
※以降、実際使用全15か所設置（市民搬
入、選別専用、兼用）

10月13日（日）10:15打合せ（環境省・県・市）（市から状況報告）

R011013

■その他（状況報告事項）
業務委託、鉄板確保、土壌検査、消毒等
（これから準備）



■被災世帯への
災害ごみ処理情報周知
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●市ホームページ
10月14日
９分別による災害ごみ（家庭系）
ＨＰ掲載

●支所・避難所掲示板
10月14日
９分別による災害ごみ（家庭系）
掲示板等による周知

●仮置場での周知
10月14日
９分別による災害ごみ（家庭系）
搬入者への周知・協力依頼

※以降、随時、最新情報を提供。

仮置場名称
広さ
（ha） 開設日 閉鎖日

1 篠ノ井運動場 2.4 R1.10.14 R1.12.2
R1.12.3 R1.12.15

2 青垣公園運動場 1.0 R1.10.15 R1.11.18
R1.11.19 R1.12.15

3

豊野東山第1運動場 1.1 R1.10.16 R1.10.22
R1.10.23 R2.3.31

豊野東山第2運動場（R2年
4月以降も受け入れ継続）

1.3
R1.10.18 R1.10.23
R2.10.26 R1.12.17
R2.4.1 R3.3.31予定

4 赤沼公園 2.0
R1.10.19 R1.11.21
R1.11.22 R1.12.14
R1.12.15 R1.12.27

5 アクアパル千曲（R2年4月
以降も受け入れ継続）

1.0
R1.10.22 R1.11.30
R1.12.1 R2.3.31
R2.4.1 R3.3.31予定

6 穂保高台避難公園前 0.2 R2.1.6 R2.3.28

7
飯綱高原東第２ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 0.5 R1.10.19 R1.11.20

R1.11.21 R2.3.31

飯綱高原東第３ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 0.5 R1.10.20 R1.11.20
R1.11.21 R2.3.31

8 大町交差点 R1.10.22 R1.11.21
9 旧砕石場跡地（真島地区） R1.11.2 R2.11.30

10 旧斎場跡地（川谷地区） R1.11.1 R1.12.24
11 しんきんグラウンド R1.10.24 R2.3.31
12 塩崎農地ごみ仮置場 R1.12.8 R2.3.22
13 芋井運動場 R1.11.1 R2.3.22
14 スパイラル R1.10.21 R1.11.18
15 天狗沢最終処分場 R1.12.26 R2.3.17

■長野市災害廃棄物
一次仮置場（実際使用15か所）

１か所：茶臼山運動場は、準備
したが、他で足りたため、用意

したが使用せず。



■仮置場の配置の例（Ｒ２年10月） 9



■仮置場の配置の例（Ｒ２年10月） 10



■私のＬＩＮＥ（初動：発災３日前から発災後７日間）① 11

日付・ｊ時間 項目 内容

令和元年10月9日
（水）

【長野県経由環境省より 災害初動対
応通知】

通知確認（分別、仮置場候補の検討
準備）

10月12日（土） 【休日出勤】午前中から予算編成事務

同日17：36 【職員参集メール着信】氾濫警戒情報 18:00頃まで予算入力

災害対応情報国県通知再確認など

同日22:00頃～
翌13日（日）2:00頃

【避難所仮設トイレ設置】5基 千曲川堤防道路経由して、松代地区
（県立農業大学校）へ

13日（日）2:45頃 【帰宅】

同日7:45 【休日出勤】仮置場、分別種別の検討 ・生活環境課・廃棄物対策課担当者
２名で原案検討（朝から庁内は混沌）

同日8:30 【９分別の案】環境省通知の例8分別と
＋土砂混じりがれき＝９分別
【仮置場4所決定】翌日打合せで、うち1
箇所は接続道路幅員狭いため断念

・生活環境課、廃棄物対策課協議了
解

同日9:15 【環境省山際専門官より電話アドバイ
ス】

・初動対応を急いで。
・仮置場を早急に設置。
・住民周知を急いで。
・ボランティアへの対応準備を始めて。

・し尿は、避難所仮設トイレと被災宅
汲み取り対応を。



■私のＬＩＮＥ（初動：発災３日前から発災後７日間）② 12

日付・ｊ時間 項目 内容

10月13日（日）10:15 【環境省中部事務所・長野県・長野
市協議】分別、仮置場等の状況につ
いて説明

同日20:00 【長野県へ被害状況報告 第1報】 ・仮置場等調整中

14日（月）体育の日
8:30

【部内打合せ】 ・９分別に決定
・仮置場３所決定（当初４か所予定うち1
箇所は接続道路幅員狭いため断念。）
・鉄板リース、土壌調査（30mﾒｼｭ）
・畳高さ2m
・市民周知実施（HP・プレスリリース）

同日10:15 【環境省・長野県・長野市打合せ】 ・ごみ処理情報住民周知が大事
・中部ブロック応援要請を
・廃棄物処理組織体制の立ち上げを

・公費解体準備を（説明会・委託）災害規
模から1～1.5年かかる）
・実行計画の策定を（ごみ量推計）
・補助金説明会（1か月後）

同日15:00‐16:00 【仮置場設置受入開始】 篠ノ井運動場（千曲川市内上流）

15日（火）9:00‐16:00 【仮置場設置受入開始】 松代青垣公園運動場（中流）

16日（水）9:00‐16:00 【仮置場設置受入開始】 豊野東山第1・第2運動場（下流）



■私のＬＩＮＥ（初動：発災３日前から発災後７日間）③ 13

日付・ｊ時間 項目 内容

15日（火）11:30 【広域連携計画に基づく支援要請】 ・計５回ほど要請

同日15:30 【環境省現地対策本部より支援回
答】

・1県6市から11名約1か月間行政職員
との回答

16日（水） 応援自治体への前日説明
（※概ね11月末までほぼ毎日、応援
自治体対応）

・県外17県内7（10月17日～12月21日）
・中部ブロック（15）1県13市1町
・県内協定（7）3市2町2村
・全都清（1）1市、個別協定（1）1市
・仮置場等現状説明、市内地図配布

17日（木） 応援自治体による活動開始 ・応援費用（一旦、応援自治体が負担し、
応援自治体は補助ウラ8割を特別交付
税申請、残り2割は長野市負担。滞在

中の車両燃料は市指定給油所チケット
で対応、応援車両修繕費は長野市負
担、高速代は減免許可申請県経由）
※被災自治体毎に対応は異なる。

18日（金）19日（土） 県外民間廃棄物処理企業への仮置
場現地説明

併せて、仮置場出入口フェンス一部撤
去



■私のＬＩＮＥ（発災から約3週間後以降、主に補助金）① 14
日付 項目 内容

10月 下旬 【補助金 国予備費受入れ】 ・市財政課と協議の上、長野県とも協議の
上、受け入れ了解（前例の倉敷市からアド
バイスを受ける。倉敷方式と同じ。）

同上 【補助金概算払】 ・国の予備費受入れ額反映

11月 上旬 【公費解体の問い合わせチラホラ】 ・この時点では公費解体室はなし。

同上 【長野市予算12月補正要求】

同上 ●長野県実施補助金説明会

同上 下旬 【補助金概算払交付申請】

12月1日 ●公費解体室設置 ・約10名（長野市市4＋他応援自治体6）

同上 中旬 【補助金概算払交付決定・請求】

同上 下旬 【災害報告書提出】 ・ﾁｭｰﾌﾞﾌｧｲﾙ3冊

同上 下旬 【災害報告書提出後打合せ】 中部事務所、長野県、長野市

令和2年1月 上旬 【実行計画策定】 ・ごみ量推計ほか

同上 上旬 【災害報告書提出後打合せ】 本省、中部事務所、長野県、長野市

同上 下旬 【災害報告書提出後打合せ】 本省、長野県、長野市

同上 下旬 ●公費解体・自費解体申請受付 ・受付期限9月末

2月 上旬 【災害査定】3日間 ・1日目午前現地確認、午後～机上査定

2月 【補助金戻入・繰越】 ※次シート（概算払い追加）関係【失敗例】



■私のＬＩＮＥ（発災から約3週間後以降、主に補助金）② 15

日付 項目 内容

3月23日 ●市民搬入仮置場２カ所へ集約 ・豊野東山運動場、アクアパル千曲

4月 下旬 【年度実績報告書提出】 ・ﾁｭｰﾌﾞﾌｧｲﾙ9冊

5月 中旬 【補助金概算払（追加）繰越分

6月 【環境省財務省協議】 ・本省同士の協議前4月上旬以降、

確定額と今後の見込について、災害
報告書を基に、環境省本省と協議、
回答（メール約30往復）

7月 中旬 【補助金変更交付申請・変更交付決定
通知】

・財務省協議結果反映

10月 上旬 ●公費解体申請受付1月まで延長、自
費解体申請受付9月末終了

★今後

1月～3月頃 【繰越を含め、元年度から2年度までの
補助事業を、一旦、精算】

精算の際、3年度への繰越有無確認



■事前準備しておいた方が良と思う物 16

・Ｂ５またはＡ４ノート（個人用）

・名刺入れ（Ａ４冊子型）（共用）

・仮置場用
出入口プラスチックチェーンと鍵
コーンとバー（スポーツ課借用）

・安全長靴、安全手袋、ヘルメット

・雨具
ご清聴ありがとうございました。
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